職務経歴書
****年**月**日

氏名: ○○ ○○

【職務経歴概要】
○○大学を卒業後、株式会社○○○○に入社し、アパレルメーカーのプレス担当として約７年間従事し販促キャンペーン戦略の立案・実施及び販促物の作成における知識と経験を備え、販促における諸経費の管理まで、業務を一貫して遂行しておりました。また、二社目に入社した●●株式会社においては、同じくプレス担当でありながら、自社商品の媒体露出だけでなくテレビ番組の取材対応やイベントの計画立案、プロモーション活動まで業務の幅を広げ、●●年には課長に昇進しました。
【貴社で活かせる経験・スキル】
・プレス担当としての広報活動(雑誌への商品掲載対応やテレビ番組の取材対応)○年の経験
・展示会やファッションショーなどのイベントの計画立案経験、広告代理店との商談・折衝
・社内各部署との内部調整・プレゼン経験

・予算案の作成及び予算管理経験

【職務経歴詳細】

19xx年x月～20xx年x月　株式会社○○○○

事業内容：アパレルメーカー 　　資本金：x億x千万円　　 社員数：xxx名　  所属：広報部 
	19ｘｘ年ｘ月～

20ｘｘ年ｘ月

（○年○ヶ月）
	新人研修後、広報部に配属

課長以下2名で主に下記業務を担当

・年４回の大キャンペーン及び月度販促キャンペーンの戦略立案・実行
・新聞折込チラシ/リーフレット/DMなど販促物の作成（プラン立案・スケジューリング・撮影・校正チェック・店舗別納品リスト作成）
・個店（オープン店舗など）の販促イベント立案、販促物作成
・社内各部署との内容調整・プレゼン
・予算案の作成及び予算管理
・展示会/プレスリリースによるブランド情報の配信
雑誌/テレビなどメディアにおけるパブリシティ活動
・雑誌広告/電車中吊り広告などの出稿
・担当ブランド店舗出店デベロッパー作成媒体への掲載提案・交渉
・広告代理店/印刷会社との商談・折衝
・他社とのコラボレーション商品のメディア戦略立案・実行
【主な実績】

・「清涼飲料水○○（商品名）」訴求のため、夏の浜辺で海の家を運営。音楽イベントを開催して集客し、○○を提供したところ、売上が昨対比180％の伸びを達成。
・「家庭用品○○」の製品発表会に主婦タレントを使い、使用感のイメージを消費者に定着させることに成功。公式サイトのページビューは月間○○を記録。
【工夫したポイント】

　　・ターゲット層に刺さるイベントを企画するために市場調査は徹底しています。
・製品のブランディングには時間をかけ、営業とも密に連携を取ってブレがないようにしました。

	
	


20xx年x月～現在　株式会社○○○○　（東証一部上場）
事業内容：総合通販会社　　資本金：x億x千万円　　社員数：xxx名　所属：広報部
	20ｘｘ年ｘ月～

現在

（○年○ヶ月）
	広報・IR部　広報課
※20ｘｘ年ｘ月に課長に昇進

・プレイングマネージャーとして、メンバー2名で下記業務を遂行

・キャンペーン及び月度販促キャンペーンの戦略立案・実行
・新聞折込チラシ/リーフレット/DMなど販促物の作成（プラン立案・スケジューリング・撮影・校正チェック・店舗別納品リスト作成）
・社内各部署との内容調整・プレゼン
・予算案の作成及び予算管理
・展示会/プレスリリースによるブランド情報の配信
雑誌/テレビなどメディアにおけるパブリシティ活動
・雑誌広告/電車中吊り広告などの出稿
・担当ブランド店舗出店デベロッパー作成媒体への掲載提案・交渉
・広告代理店/印刷会社との商談・折衝
・他社とのコラボレーション商品のメディア戦略立案・実行
【主な実績】

・プレスリリースは月に1、2度作成、該当記者クラブや新聞・雑誌社に配布。「○○」の製品発表会前には手分けして電話をし、150名の記者を集めた。
・話題性の高いタレントをブッキングできたため、同日に行われた他社の記者会見からテレビを引っ張って来ることができ、キー局すべてのワイドショーで取り上げられた。
【工夫したポイント】

　　・普段から人脈は広げるように心がけています。タレント事務所やPR代理店との良好な関係がここ一番の結果を左右すると感じています。



< 取得資格 >

	取得年月
	資格名

	20ｘｘ年ｘ月 
	TOEICスコア740


< 自己PR >

○コストマネジメント力
利益創出のため、販促経費の管理を徹底しました。
単に販促の規模・レベルを落とすのではなく、本当に必要なものを見極め、その上で各工程でかかるコストの見直しを厳しく行い、社内外の各部門との調整を行った結果、販促経費の前年比70％を順守しています。
○ 外部ベンダーとの交渉能力

外部ベンダーとは粘り強く交渉し、○年間据え置きの価格で予算内に収めるなど、会社にも貢献してまいりました｡また、現場の営業、販売担当者と交渉を重ね、現場の意見を重視したブランディングを心掛け、責務を全うしてまいりました。

以上
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